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平成２８年度　補正予算主要施策

【一般会計】
款 項 目 名称 施策名 ページ

2 総務費
1 総務管理費

7 企画費 (新規) 地域内生活拠点整備事業 1



令和７年度　補正予算主要施策

(項) (目)

今
年
度
の
内
容

財
　
源

過疎地域持続的発展支援交付金（国補助、20,000千円×10/10） 20,000千円

経
　
費

地域内生活拠点整備業務委託料 20,000千円

（ 計 ） 20,076千円

車共済費 76千円

活
　
動

目
　
標

〈車両活用想定〉
・地域公共交通実証運行（デマンド型乗合交通）の利用促進（アプリ登録等）
・補助金申請などのオンライン申請普及促進（操作補助含む）
・移動期日前投票所
・災害時における物資支援、被災地派遣の支援拠点

　マルチタスク車両を活用し、外出や移動が難しい方に対して公平な行政サービスの提供
を目指します。

　令和7年度過疎地域持続的発展支援交付金に事業採択（6月6日付交付決定）され、今年
度において、車両を導入し活用するため。補

正
理
由

13ページ (今回補正額) 20,076千円

(款) 2.総務費 1.総務管理費 7.企画費 補正前予算額

一般財源 76千円

【一般会計】 事業区分 町自主事業

新規 地域内生活拠点整備事業 補正後予算額 20,076千円

事
業
全
体
の
概
要

　中山間地域など、役場庁舎への移動が困難な方や家族のサポートに頼っている方が、居住地
周辺で行政サービスの申請などを利用できるようにするため、マルチタスク車両を活用した「地
域内生活拠点」の新たな仕組みを作ります。
　マルチタスク車両は、用途に合わせて車内レイアウトが変更でき、インターネット通信機器を搭
載することにより車両と庁舎がオンラインで繋がるため、「移動する役場」として様々な行政サー
ビスを提供することが可能となります。
　
　［事業期間］　令和7年度～

第５章　持続可能なまちづくり ７．コミュニティ活動の活性化

0千円

企画公室　交通政策係 議案書
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